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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 303,536 22.1 3,478 57.4 3,740 21.5 913 △38.9
25年3月期第3四半期 248,634 7.0 2,210 △57.8 3,078 △50.3 1,494 △54.5

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 10,039百万円 （73.3％） 25年3月期第3四半期 5,794百万円 （123.7％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 21.65 ―
25年3月期第3四半期 35.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 192,188 102,065 35.9 1,635.62
25年3月期 173,664 92,290 36.4 1,500.21
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 68,974百万円 25年3月期 63,263百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
26年3月期 ― 9.00 ―
26年3月期（予想） 9.00 18.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 400,000 18.0 4,500 171.3 4,800 74.9 1,500 34.1 35.57
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） Yusen Logistics (Belgium) N.V.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 42,220,800 株 25年3月期 42,220,800 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 51,154 株 25年3月期 50,958 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 42,169,794 株 25年3月期3Q 42,169,938 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日までの９ヶ月間）の世界経済は、日本や米

国は、個人消費等が牽引し回復傾向となったものの、欧州では依然停滞感が残り、アジアにおいても通貨安による

インフレ等の影響で成長に陰りがみられました。 

 国際物流市場は、海上貨物はアジア発を中心に堅調に推移する一方、航空貨物は日本発を筆頭に底打ち感はある

ものの荷動きの大きな回復までには至りませんでした。 

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業では販売拡大効果に加え、事業統合効果もあり前

年同四半期を上回る取扱いとなりました。航空事業は、第３四半期（３ヶ月）に入り日本発を中心に回復傾向とな

りましたが、全体的には低調に推移しました。 

 また、業務改革プロジェクトによる管理部門、営業・事業部門の業務効率化とコスト競争力の向上を推進しまし

た。 

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比22.1％増の303,536百万円、営業利益は前年同四半期比57.4％増の

3,478百万円となりました。 

  

② セグメントの業績  

１）日本 

 航空事業は、輸出で自動車関連品や電子・電気機器関連品等のスポット貨物を取扱いましたが、全体としての荷

動きは低調に推移し、取扱重量は前年同四半期比10.0％減となりました。輸入は、自動車関連品に加え航空機関連

品等で荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比1.1％増となりました。 

 海上事業は、輸出は、自動車関連品では安定した取扱いとなりましが、全体の荷動きに盛り上がりがみられず、

取扱実績（TEU）は前年同四半期比0.5％減となりました。輸入は、自動車関連品や衣料品等の取扱いにより、取扱

件数は前年同四半期比13.7％増となりました。 

 加えて、業務改革プロジェクトを推進し、業務効率とコスト競争力が向上しました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は56,797百万円（前年同四半期比0.9％減）、セグメント利益

（営業利益）は968百万円（同250.7％増）となりました。 

  

２）米州 

 航空事業は、輸出でアジア向けに医療機器関連品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比2.9％増となりま

した。輸入は、航空機関連品や自動車関連品等の取扱いがあり、取扱件数は前年同四半期比2.0％増となりまし

た。 

 海上事業は、ブラジル法人の連結効果に加え、輸出では自動車関連部品等の荷動きが堅調に推移し、取扱実績

（TEU）は前年同四半期比75.2％増となりました。輸入は、アジア発の消費財関連や自動車関連品等の取扱いがあ

り、取扱件数は前年同四半期比5.6％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、第３四半期（３ヶ月）に入り、消費財関連の取扱いが増加しましたが、期待した水準に

は至りませんでした。 

 これらの結果、営業収益は69,193百万円（前年同四半期比24.5％増）、セグメント利益（営業利益）は113百万

円（同4.2％減）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第３四半期が98.54円、前年同四半期が79.75円であります。 

  

３）欧州 

 航空事業は、輸出では季節商材の取扱いはあったものの、荷動きは総じて低調に推移し、取扱重量は前年同四半

期比16.7％減となりました。輸入は、第３四半期（３ヶ月）に入り自動車関連品等のスポット貨物の取扱いが増加

し、取扱件数は前年同四半期比0.4％増となりました。 

 海上事業は、販売拡大による消費財や自動車関連部品等の荷動きがあり、輸出取扱実績（TEU）は前年同四半期

比12.9％増、輸入取扱件数は前年同四半期比23.7％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、ピークシーズンを迎えた第３四半期（３ヶ月）入っても南欧を中心に荷動きの改善が見

られず厳しい環境が継続しました。 

 これらの結果、営業収益は67,086百万円（前年同四半期比22.2％増）、セグメント損失（営業損失）は792百万

円（前年同四半期はセグメント利益198百万円）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第３四半期が130.70円、前年同四半期が101.97円であります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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４）東アジア 

 航空事業は、輸出では電子・電気機器関連品や自動車関連品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比4.3％

増となりました。輸入は、第３四半期（３ヶ月）に入り電子・電気機器関連品等の取扱いが増加し、取扱件数は前

年同四半期比1.8％増となりました。 

 海上事業は、輸出で消費財や自動車関連部品等の出荷に加え、中国の事業統合により、取扱実績（TEU）は前年

同四半期比35.9％増となりました。輸入は、工作機械や電子・電気機器関連品等の荷動きがあり、取扱件数は前年

同四半期比2.2％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、新たに電子・電気機器関連や衣料品等を取扱いましたが、全体の販売は伸び悩み想定に

届きませんでした。 

 荷動きは回復傾向にありますが、当第１四半期の損失を補うまでには至りませんでした。 

 これらの結果、営業収益は57,304百万円（前年同四半期比41.4％増）、セグメント損失（営業損失）は340百万

円（前年同四半期はセグメント損失550百万円）となりました。 

  

５）南アジア・オセアニア 

 航空事業は、輸出入共に自動車関連品の他、電子・電気機器関連品等の取扱いが貢献し、輸出取扱重量は前年同

四半期比5.3％増、輸入取扱件数は前年同四半期比4.8％増となりました。 

 海上事業は、マレーシア法人の統合効果に加え、輸出は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の取扱いが安

定的に推移し、取扱実績（TEU）は前年同四半期比24.1％増、輸入は、消費財関連や電子・電気機器関連品等の荷

動きがあり、取扱件数は前年同四半期比16.8％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、自動車関連品や電子・電気機器関連品等の取扱いが堅調に推移しました。また、タイに

多機能倉庫を稼動させる等、積極的に事業展開を図り販売が拡大しました。 

 これらの結果、営業収益は58,635百万円（前年同四半期比34.6％増）、セグメント利益（営業利益）は3,811百

万円（同59.3％増）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は192,188百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,524百万円、

10.7％の増加となりました。これは、現金及び預金が2,411百万円、受取手形及び営業未収入金が6,627百万円、流

動資産のその他が2,323百万円、有形固定資産が4,257百万円、投資その他の資産が2,750百万円増加したことが主

な要因です。 

 負債は90,123百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,749百万円、10.8％の増加となりました。これは独禁法

関連引当金が1,451百万円減少した一方で、支払手形及び営業未払金が4,736百万円、短期借入金が2,255百万円、

長期借入金が2,493百万円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金や為替換算調整勘定の増加等により102,065百万円となり、自己資本比率は35.9％となりま

した。 

    

② キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,825百万円の営業活

動による収入、5,761百万円の投資活動による支出及び2,193百万円の財務活動による収入に為替相場変動の影響を

加味した結果、前連結会計年度末に比べ1,653百万円増加し26,120百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は3,825百万円（前年同四半期比3,018百万円

減）となりました。 

 これは主にその他の減少額2,602百万円（前年同四半期はその他の増加額1,504百万円）及び法人税等の支払額

2,080百万円（前年同四半期比373百万円増）を計上した一方で、税金等調整前四半期純利益4,023百万円（同184百

万円減）及び減価償却費4,317百万円（同877百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は5,761百万円（前年同四半期比963百万円減）

となりました。 

これは主に投資有価証券の取得による支出975百万円（前年同四半期比77百万円増）及び固定資産の取得による

支出4,579百万円（同212百万円増）を計上したこと等によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は2,193百万円（前年同四半期は2,418百万円の

支出）となりました。 

これは主に長期借入金の返済による支出881百万円（前年同四半期比361百万円減）及び配当金の支払額748百万

円（同42百万円減）を計上した一方で、長期借入れによる収入3,506百万円を計上したこと等によります。  

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間は、航空貨物の荷動きに底打ち感が出てくるなど徐々に回復傾向を示したこともあ

り、連結営業収益、連結営業利益、連結経常利益、連結四半期純利益はほぼ想定通りとなりました。 

 第４四半期は、一部地域の経済環境には改善の兆しが見られるものの、欧州では不透明感が拭いきれず、アジア

でも成長の鈍化が懸念されます。 

 この様な環境において、当社は管理部門、営業・事業部門の業務改革プロジェクトを引続き推進し業務効率化と

コスト競争力の向上を目指します。 

 これらを踏まえ、平成26年３月期（平成25年９月30日公表）の連結業績予想は現時点で変更ございません。 

  

（注）上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。

   実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間において、Yusen Logistics (Belgium) N.V.は、Yusen Logistics (Benelux) B.V.との

吸収合併により消滅会社となったため、連結の範囲から除外しております。 

 なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったTASCO Berhad他９社については、同日現在の財務諸表

を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、決算日を12月31日

から３月31日に変更したことにより、当第３四半期連結累計期間は平成25年４月１日から平成25年12月31日までの

９か月間を連結しております。 

 この変更に伴い、平成25年１月１日から平成25年３月31日までの損益は、利益剰余金の増減として調整しており

ます。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

 国際会計基準第19号「従業員給付」（平成23年６月16日改訂）が、平成25年１月１日以後開始する連結会計年度

から適用されることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間より、一部の関係会社において当該会計基準を

適用しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度にお

ける当該遡及適用による影響は軽微であります。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,186 28,597

受取手形及び営業未収入金 70,539 77,166

貯蔵品 145 161

繰延税金資産 1,392 1,034

その他 7,362 9,685

貸倒引当金 △924 △1,069

流動資産合計 104,700 115,574

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 42,042 46,776

減価償却累計額 △19,052 △20,493

建物及び構築物（純額） 22,990 26,283

機械装置及び運搬具 19,585 22,045

減価償却累計額 △13,400 △15,489

機械装置及び運搬具（純額） 6,185 6,556

工具、器具及び備品 13,462 15,506

減価償却累計額 △9,344 △11,079

工具、器具及び備品（純額） 4,118 4,427

土地 16,382 17,160

建設仮勘定 1,953 1,459

有形固定資産合計 51,628 55,885

無形固定資産   

のれん 3,054 3,197

その他 4,852 5,352

無形固定資産合計 7,906 8,549

投資その他の資産   

投資有価証券 2,898 3,634

繰延税金資産 2,535 3,394

その他 4,305 5,450

貸倒引当金 △308 △298

投資その他の資産合計 9,430 12,180

固定資産合計 68,964 76,614

資産合計 173,664 192,188
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 32,747 37,483

短期借入金 3,339 5,594

未払法人税等 892 1,233

繰延税金負債 51 82

賞与引当金 2,047 2,045

役員賞与引当金 － 72

独禁法関連引当金 1,451 －

その他 21,498 21,746

流動負債合計 62,025 68,255

固定負債   

長期借入金 12,895 15,388

繰延税金負債 335 293

退職給付引当金 4,955 5,114

役員退職慰労引当金 467 348

その他 697 725

固定負債合計 19,349 21,868

負債合計 81,374 90,123

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,866 57,114

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,831 66,079

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 87 272

在外子会社の年金債務調整額 △421 △363

繰延ヘッジ損益 △7 △15

為替換算調整勘定 △2,227 3,001

その他の包括利益累計額合計 △2,568 2,895

少数株主持分 29,027 33,091

純資産合計 92,290 102,065

負債純資産合計 173,664 192,188
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業収益 248,634 303,536

営業原価 209,348 255,582

営業総利益 39,286 47,954

販売費及び一般管理費 37,076 44,476

営業利益 2,210 3,478

営業外収益   

受取利息 124 155

受取配当金 42 54

為替差益 351 －

持分法による投資利益 200 32

その他 572 719

営業外収益合計 1,289 960

営業外費用   

支払利息 185 304

固定資産除却損 29 47

為替差損 － 135

その他 207 212

営業外費用合計 421 698

経常利益 3,078 3,740

特別利益   

固定資産売却益 － 235

投資有価証券売却益 － 51

会員権売却益 2 －

負ののれん発生益 1,314 －

特別利益合計 1,316 286

特別損失   

賃貸借契約解約損 79 －

退職給付制度終了損 108 －

投資有価証券売却損 － 3

特別損失合計 187 3

税金等調整前四半期純利益 4,207 4,023

法人税等 1,487 1,765

少数株主損益調整前四半期純利益 2,720 2,258

少数株主利益 1,226 1,345

四半期純利益 1,494 913
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,720 2,258

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △78 185

在外子会社の年金債務調整額 98 103

繰延ヘッジ損益 △16 △8

為替換算調整勘定 2,823 7,435

持分法適用会社に対する持分相当額 182 66

持分変動差額 65 －

その他の包括利益合計 3,074 7,781

四半期包括利益 5,794 10,039

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,521 6,058

少数株主に係る四半期包括利益 2,273 3,981
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,207 4,023

減価償却費 3,440 4,317

固定資産売却損益（△は益） △107 △299

固定資産除却損 29 47

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） △771 659

持分法による投資損益（△は益） △200 △32

賞与引当金の増減額（△は減少） △114 △150

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 69 19

退職給付引当金の増減額（△は減少） △128 △69

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 94 △119

貸倒引当金の増減額（△は減少） △160 7

受取利息及び受取配当金 △166 △209

支払利息 185 304

為替差損益（△は益） △20 12

投資有価証券売却損益（△は益） － △48

営業債権の増減額（△は増加） 752 2,265

営業債務の増減額（△は減少） △75 △597

その他 1,504 △2,602

小計 8,539 7,528

利息及び配当金の受取額 206 192

利息の支払額 △195 △297

課徴金の支払額 － △1,518

法人税等の支払額 △1,707 △2,080

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,843 3,825

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500 △2,348

定期預金の払戻による収入 1,178 1,801

貸付けによる支出 △82 △904

貸付金の回収による収入 32 77

固定資産の取得による支出 △4,367 △4,579

固定資産の売却による収入 214 1,180

投資有価証券の取得による支出 △898 △975

子会社株式の取得による支出 △2,112 －

関係会社出資金の払込による支出 － △74

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 △39 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入 458 －

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入 392 －

その他 0 61

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,724 △5,761
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 572 820

長期借入れによる収入 － 3,506

長期借入金の返済による支出 △1,242 △881

リース債務の返済による支出 △233 △160

配当金の支払額 △790 △748

少数株主への配当金の支払額 △725 △344

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,418 2,193

現金及び現金同等物に係る換算差額 660 1,591

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,639 1,848

現金及び現金同等物の期首残高 23,646 24,467

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 118

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 213 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の期首残高増減額（△は減少）

－ △313

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,220 26,120
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 該当事項はありません。 

    

 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△225百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,314百万円を当第３四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   

    

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△282百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  56,990  54,458  54,091  39,872  43,223  248,634  －  248,634

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 320  1,118  817  652  330  3,237  △3,237  －

計  57,310  55,576  54,908  40,524  43,553  251,871  △3,237  248,634

セグメント利益又は損失（△）  276  118  198  △550  2,393  2,435  △225  2,210

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  56,256  67,258  65,949  55,990  58,083  303,536  －  303,536

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 541  1,935  1,137  1,314  552  5,479  △5,479  －

計  56,797  69,193  67,086  57,304  58,635  309,015  △5,479  303,536

セグメント利益又は損失（△）  968  113  △792  △340  3,811  3,760  △282  3,478

- 12 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成26年３月期　第３四半期決算短信



２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。  
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